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表　紙

小学生とのふるさと懇談会に
参加する児童のみなさん

（関連24Ｐ）

新年度新年度のの注目注目事業事業 新規事業が充実

空き家の現状と対策の成果は ５議員が一般質問

私たち提案します私たち提案します 小学生・中学生との
ふるさと懇談会

19p19p

6p6p

14p14p

子育て支援の対策強化子育て支援の対策強化 ２p２p
５年度予算決定 ��

３月定例会議
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３
月
定
例
会
議
は
、
３
月
３
日
か
ら
14
日
ま
で
の

12
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
鈴
木
町
長
が
施
政
方
針
を
、
鹿
崎
教
育
長

が
教
育
行
政
方
針
の
演
述
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
５
年
度
一
般
会
計

予
算
な
ど
21
件
で
、原
案
ど
お
り「
決
定
」し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対

応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。特

別
・
企
業
会
計

会　計　名 予　算　額

特
　
別

国民健康保険事業 8億4836万円
農業集落排水事業 2億4137万円
後期高齢者医療事業 8804万円
小　　　　計 11億7777万円

企
業

病院事業 13億3164万円
水道事業 3億5512万円
小　　　　計 16億8676万円

当 初 予 算 額

３月定例会議

子育て 支援の対策強化
前
年
度
よ
り
約
４
億
円
減

一
般
会
計

　
５
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
71
億
４
３
９
７
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
て
４
億

１
６
２
９
万
円
、
５
・
５
㌫

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
か
ら
６
億
円
繰
入

　
収
入
は
全
体
の
47
・
４
㌫

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
33

億
９
０
０
０
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
１
億
２
０
０
０

万
円
、
３
・
７
㌫
増
加
し
ま

し
た
。
町
税
は
５
億
６
６
４

６
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
て

８
３
０
万
円
、
１
・
４
㌫
減

少
し
ま
し
た
。

　
基
金
か
ら
は
６
億
３
８
６

０
万
円
繰
入
れ
、
主
に
く
ず

ま
～
る
周
辺
の
Ⅱ
期
工
事
等

の
財
源
と
な
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
割
合
は
19
・

９
㌫
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

１
億
３
６
９
８
万
円
、
０
・

８
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

新
規
・

　
継
続
事
業
が
充
実

　
支
出
は
、
新
庁
舎
建
設
費

用
を
計
上
し
て
い
た
総
務
費

が
９
億
６
１
９
５
万
円
、

39
・
５
㌫
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
集
会
施
設
整
備
事
業
（
冬

部
地
区
）、
保
育
園
新
園
舎

建
設
事
業
（
五
日
市
保
育

園
）、
在
宅
子
育
て
支
援
金
、

保
育
料
の
無
償
化
、
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
給
食
費
無

償
化
な
ど
の
新
規
事
業
の
ほ

か
、
定
住
対
策
住
宅
支
援
事

業
、
快
適
な
住
ま
い
づ
く
り

応
援
事
業
、
草
地
更
新
支
援

事
業
な
ど
継
続
事
業
の
拡
充

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
の
詳
し
い

内
訳
は
４
～
５
ペ
ー
ジ
を
、

主
な
新
規
事
業
は
６
～
７

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
三
つ
の
特
別
会
計
の
当
初

予
算
総
額
は
、
11
億
７
７
７

７
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

て
２
１
０
５
万
円
、
１
・
８

㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　
二
つ
の
企
業
会
計
の
当
初

予
算
総
額
は
、
16
億
８
６
７

６
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

１
０
８
１
万
円
、
０
・
６
㌫

増
加
し
ま
し
た
。

　
病
院
会
計
は
、
収
益
的
収

入
と
支
出
的
収
入
の
総
額
が
、

11
億
７
４
７
０
万
円
で
、
病

院
建
設
の
償
還
に
伴
い
、
前

年
度
に
比
べ
て
５
８
２
５
万

円
、
４
・
７
㌫
減
少
し
ま
し

た
。

　
水
道
会
計
は
、
馬
渕
川
北

部
地
区
水
道
施
設
整
備
事
業

に
係
る
建
設
改
良
工
事
費
に

伴
い
、
収
益
的
支
出
と
資
本

的
支
出
の
総
額
が
、
３
億
５

５
１
２
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
１
９
８
３
万
円
、

５
・
９
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

病
院
建
設
費
償
還

　
に
よ
る
収
入
の
減

北
部
地
区
水
道
施
設

整
備
事
業
費
に
よ
る
増

一般会計当初予算額の推移

５年度　当初予算を決定
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

51.0 52.2

58.058.0

69.069.0

52.7

61.2

69.9
68.068.0

65.465.4

75.675.6

71.471.4

町長施政方針演述

教育行政方針

「逆境の時こそ大き
なチャンス」と捉
え、積極果敢に課
題へ対応

子育て環境の充実と
支援の増進

　４期目を振り返ると新型コロナウイル
ス感染症に大きな影響を受けたところで
あり、また、ロシアのウクライナ侵攻な
ど様々な社会情勢により物価価格等の高
騰により、町の農林業に影響を及ぼすな
ど地域経済全体が厳しい状況にありまし
た。
　こうした中、「逆境の時こそ大きなチャ
ンスを掴める好機」と捉え、「葛巻らしさ」

「葛巻だからできる」「葛巻にしかできな
い」というチャレンジ精神に磨きをかけ、
大きな変化・変革の流れの中であっても、
時機を逸することなく積極果敢に町の抱
える課題へ対応し、町民が安全・安心に
暮らせ、幸せを実感できるよう町政運営
に取り組んで参ります。

（要約）

　子育て環境の充実を図るために、老朽
化が著しい保育園舎の改築整備を順次進
め、保育環境の充実や保育料の無償化な
ど子育て世代の支援を図ります。
　また、デジタル化の進展、ウィズコロ
ナの対応、持続可能な社会への対応など
教育を取り巻く環境は大きく変容する中
において、課題を的確に捉え、適切な対
応と改善で、葛巻の将来を担う人づくり
のために全力を尽くして参ります。

（要約）

鈴木重男町長

鹿崎良宏教育長

（単位：億円）



一般会計71億円の　　　　を見る￥
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(単位：億円)町の借金と貯金の推移町の借金と貯金の推移
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78.878.8

114.3114.3
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53.853.8
56.056.0

42.142.1

H25 H26 H27

56.156.1

45.145.1

H28

62.762.7

49.849.8 49.449.4

H29

72.872.8

H30

55.355.3

77.077.0

55.855.8

76.676.6

54.654.6

86.386.3

63.963.9

94.694.6

R3 R4R2
（見込）

R1

借金額借金額 貯金額貯金額

町債の返還本格化町債の返還本格化
一般会計71億円の　予算　を見る

　
町
債
の
４
年
度
末
の
見
込

額
は
114
億
３
４
７
２
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
19
億
７
５

９
１
万
円
、
20
・
９
㌫
増
加

し
ま
し
た
。

　
後
年
に
一
部
が
地
方
交
付

税
で
収
入
と
な
る
町
債
を
活

用
、
負
担
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
一
人
当
た
り
（
５
年

２
月
末
の
人
口
・
５
５
８
５

人
）
約
２
０
４
万
円
に
な
り

予算71億円を町民一人当たりにすると

(　　　　　)

家の改築費
用が10万円
以上減った
わ

1,２７９,000円
令和５年２月末の人口

5,585人

子どもへの仕送りなど
6.9％
繰出金
88,000円

年金掛金、保険料など
19.5％
負担金など
250,000円

光熱水費など
16.6％
物件費 
212,000円

家の増改築など
23.1％
建設事業費 
296,000円

住宅ローンなど
13.2％
公債費
169,000円

医療費など
5.9％
扶助費
75,000円

食費 14.8％
人件費
189,000円

民生費
12億1,323万円
17.0％

民生費
12億1,323万円
17.0％

支出
71億4,397万円

衛生費
14億1,639万円
19.8％

衛生費
14億1,639万円
19.8％

総務費
14億7,470万円
20.6％

総務費
14億7,470万円
20.6％農林水産業費

4億8,457万円
6.8％

農林水産業費
4億8,457万円
6.8％

公債費（借金の返済）
9億4,111万円
13.2％

公債費（借金の返済）
9億4,111万円
13.2％

土木費
4億4,940万円
6.3％

土木費
4億4,940万円
6.3％

消防費
3億6,548万円　5.1％
消防費
3億6,548万円　5.1％

その他の経費
9,053万円　1.3％
その他の経費
9,053万円　1.3％

商工費
1億1,718万円　1.6％
商工費
1億1,718万円　1.6％

労働費
2,310万円　0.3％
労働費
2,310万円　0.3％

教育費
5億6,830万円
8.0％

教育費
5億6,830万円
8.0％

項　　　目 摘　　　　要

自
主
財
源

（
町
が
自
力
で
収
入

で
き
る
お
金
　
　
）

町税 町民税や固定資産税など、町
民の皆さんからの税金

諸収入 町有建物等の移転補償費など

繰入金 一般会計、特別会計、基金等
の会計間を移動するお金

その他の 
自主財源

分担金、負担金、使用料、手
数料、寄付金など

依
存
財
源

（
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金
　

）

地　方
交付税

町の財政需要の状況により国
から配分されるお金

町債 事業を行うために国などから
借りるお金

国　庫
支出金

事業を行うために国から交付
されるお金

県支出金 事業を行うために県から交付
されるお金

その他の 
依存財源

地方消費税交付金、利子割交
付金、交通安全対策特別交付
金など

項　　目 摘　　　　要

総務費 情報通信基盤などの維持管理、行政事務
などにかかる経費

民生費 高齢者福祉や障がい者福祉、保育所の運
営など社会保障にかかる経費

衛生費 保健・衛生・環境などの業務にかかる経
費

公債費 事業のために国などから借りたお金の元
利償還金

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体育事業
などにかかる経費

農林水 
産業費 農林・畜産業の振興などにかかる経費

商工費 商工業や観光の振興などに充てる経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維持管理
にかかる経費

消防費 防災や災害時の活動などにかかる経費

労働費 労働福祉の事業にかかる経費

その他 
の経費 議会費、諸支出金､ 予備費などの経費

清掃センター維持強化清掃センター維持強化

借
金
は
約
19
億
円
増

貯
金
は
約
７
億
円
減

　
町
の
貯
金
（
※
主
要
４
基

金
）
の
４
年
度
末
の
見
込
額

は
56
億
３
５
６
７
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
７
億
９
２

５
２
万
円
、
12
・
３
㌫
減
少
、

町
民
一
人
当
た
り
約
１
０
３

万
円
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
以
降
の
町
の

借
金
と
貯
金
の
推
移
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

町の借金は後年度に普通交付税
に算入されるため、実質的な負
担は３割程度となっています。

※万円未満切捨※万円未満切捨

収入
71億4,397万円

町税
5億6,647万円
7.9％

町税
5億6,647万円
7.9％

諸収入
8,880万円
1.3％

諸収入
8,880万円
1.3％

その他の
自主財源
1億
3,129万円
1.8％

その他の
自主財源
1億
3,129万円
1.8％

地方交付税
33億9,000万円
47.5％

地方交付税
33億9,000万円
47.5％

町債（町の借金）
14億9,050万円
20.9％

町債（町の借金）
14億9,050万円
20.9％

国庫支出金
3億4,568万円
4.8％

国庫支出金
3億4,568万円
4.8％

県支出金
2億3,826万円
3.3％

県支出金
2億3,826万円
3.3％

その他の依存財源
2億5,438万円　3.6％
その他の依存財源
2億5,438万円　3.6％

自主財源
14億2,516万円
19.9％

自主財源
14億2,516万円
19.9％

依存財源
57億1,882万円
80.1％

依存財源
57億1,882万円
80.1％

繰入金
6億3,860万円
8.9％

繰入金
6億3,860万円
8.9％

※主要４基金とは
　①財政調整基金　②町債減債基金　
　③地域づくり振興基金　④公共施設等整備基金

ま
す
。
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５年度５年度 事業事業

　冬部自治会館の整備
町内全児童生徒を対象に給食費の完全無償化

大屋根広場、分署棟、車庫棟建設工事

施設延命化のため大規模改修

長寿命化のための屋根張替工事

老朽化進む五日市保育園の園舎を新たに整備

乳幼児を在宅で育児する保護者の負担軽減を図る支援

予算額
5,779万円

予算額
5億2,741万円予算額

1,149万円

予算額
4億9,500万円

予算額
4,100万円

予算額
1億988万円

予算額
360万円

「葛
くず

巻
まき

町
まち

」という　宝箱から
今年も“も～っと”すごい　　
　　 宝物が出て　きたぞ～

集会施設整備事業学校給食無償化 新庁舎建設事業（Ⅱ期工事）　　

清掃センター長寿命化修繕事業

社会体育館長寿命化修繕事業

保育園舎建設事業

在宅子育て支援金

主な新規事業をお知らせします注目注目!!

現在の五日市保育園現在の五日市保育園

予定地の旧冬部小中学校グラウンド予定地の旧冬部小中学校グラウンド



82023（令和５）年４月12日発行No.2039 2023（令和５）年４月12日発行No.203

老朽化著しい五日市小学校の遊具

七
滝
山
村
公
園
の

　
修
繕
を

町
の

　
財
政
の
見
通
し
は

北
部
地
区
水
道

 
整
備
事
業
の
計
画
は

町
道
下
町
田
子
線

　
の
改
良
内
容
は

新
た
な
病
院
の

　
診
療
体
制
は

姉
帯
委
員　
８
月
の
大
雨
災

害
に
よ
り
大
量
の
土
砂
が
流

れ
込
み
被
害
が
著
し
い
七
滝

山
村
公
園
の
改
修
工
事
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
七
滝
山
村
公
園
の
工
事
は
、

土
砂
の
撤
去
、
木
製
橋
の
修

繕
、
歩
道
の
り
面
の
修
復
、

東
屋
の
修
繕
の
４
点
と
な
る
。

山
崎
委
員　
基
金
の
状
況
や

起
債
の
借
り
入
れ
状
況
な
ど
、

町
の
財
政
の
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
伺
う
。

副
町
長　
町
は
こ
れ
ま
で
、

大
型
建
設
事
業
に
備
え
て
基

金
を
大
き
く
積
ん
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
基
金
は
、
今
後
役

場
庁
舎
Ⅱ
期
工
事
へ
の
充
当
、

病
院
建
設
及
び
水
道
事
業
等

の
元
利
償
還
金
へ
充
当
す
る

た
め
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と

か
ら
、
基
金
は
減
少
す
る
傾

向
で
あ
る
。
葛
巻
病
院
の
償

還
金
が
令
和
４
年
度
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
が
今
後
は
減
る
。

　
一
方
、
新
庁
舎
の
償
還
が

始
ま
る
こ
と
か
ら
、
償
還
が

重
複
し
な
い
よ
う
財
政
運
営

を
行
っ
て
き
た
。
大
型
事
業

の
実
施
で
起
債
残
高
が
増
加
、

基
金
残
高
が
減
少
す
る
こ
と

は
必
然
で
あ
り
、
現
状
は
想

定
内
で
あ
る
。

　
今
後
も
国
庫
補
助
金
の
有

柴
田
委
員　
北
部
地
区
の
水

道
施
設
の
老
朽
化
の
著
し
い

箇
所
は
。

建
設
水
道
課
長　
施
設
は
40

年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
慢

性
的
な
漏
水
な
ど
が
発
生
し

て
い
る
。
二
ツ
石
か
ら
小
田

付
近
ま
で
が
特
に
漏
水
が
著

し
い
。

　
工
事
に
係
る
期
間
は
６
年

か
ら
７
年
ほ
ど
と
見
込
ん
で

お
り
、
優
先
順
位
を
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
行
く
予
定
。

姉
帯
委
員　
町
道
下
町
田
子

線
は
ど
の
よ
う
に
改
良
す
る

の
か
。

建
設
水
道
課
長　
役
場
庁
舎

Ⅱ
期
工
事
と
合
わ
せ
て
改
良

内
容
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
が
、
大
き
な
ル
ー
ト

の
変
更
は
無
い
。

鈴
木
委
員　
新
た
な
診
療
体

制
に
つ
い
て
伺
う
。

病
院
事
務
局
長　
令
和
４
年

２
月
以
降
、
コ
ロ
ナ
病
床
２

床
設
置
し
、
酸
素
治
療
が
で

き
中
等
度
の
患
者
を
受
け
入

れ
、
コ
ロ
ナ
検
査
機
関
の
指

定
を
受
け
検
査
を
実
施
し
て

お
り
、
令
和
５
年
度
も
こ
の

体
制
を
維
持
し
た
い
。

鈴
木
委
員　
経
費
節
減
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

病
院
事
務
局
長　
経
費
の
中

で
電
気
料
が
著
し
く
増
加
。

前
年
度
比
７
６
０
万
円
ほ
ど

増
加
し
た
。
病
院
内
で
節
電

計
画
を
策
定
し
節
電
に
取
り

組
ん
だ
と
こ
ろ
、
年
間
２
４

０
万
円
、
全
体
の
６
か
ら
８

㌫
程
度
で
電
気
料
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
の

　
今
後
の
使
用
は

文
化
財
の
予
算

　
も
っ
と
充
実
を

総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム

　
タ
ッ
チ
申
請
と
は

脱
炭
素
へ
の

 

具
体
的
取
り
組
み
は

役
場
庁
舎
Ⅱ
期
工
事

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

保
育
園
舎
・
小
学
校
の

　
遊
具
整
備
は

姉
帯
委
員　
老
朽
化
著
し
い

清
掃
セ
ン
タ
ー
を
今
後
ど
の

よ
う
に
使
用
し
て
い
く
の
か
。

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
盛
岡
８
市
町
で
の
共
同
ご

み
処
理
が
令
和
14
年
か
ら
開

始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

今
後
10
年
間
使
用
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の

延
命
化
を
図
る
た
め
の
大
規

模
修
繕
工
事
を
実
施
す
る
も

の
。

近
藤
委
員　
文
化
財
関
係
の

予
算
を
も
っ
と
充
実
し
、
歴

史
や
文
化
の
調
査
を
実
施
し

て
は
。

ま
な
び
交
流
課
長　
予
算
規

模
は
小
さ
い
が
新
た
な
事
業

を
実
施
予
定
。
ま
た
、
予
算

の
か
か
ら
な
い
事
業
も
実
施

し
て
い
る
。
今
後
、
文
化
財

保
護
委
員
と
協
議
し
、
事
業

を
検
討
し
た
い
。

遠
藤
委
員　
総
合
窓
口
シ
ス

テ
ム
及
び
タ
ッ
チ
申
請
導
入

業
務
を
計
上
し
て
い
る
が
、

内
容
は
。

住
民
会
計
課
長　
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証

か
ら
申
請
者
の
情
報
を
読
み

取
り
、
氏
名
や
住
所
を
印
字

し
た
申
請
書
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、

申
請
者
の
手
書
き
作
業
を
大

幅
に
軽
減
す
る
も
の
。

辰
柳
委
員　
脱
炭
素
先
行
地

域
計
画
策
定
へ
の
町
の
方
針

と
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

副
町
長　
計
画
は
２
０
３
０

年
ま
で
に
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
り
一
般
家
庭
及
び

町
内
業
者
等
か
ら
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
す

も
の
。
現
在
、
環
境
省
の
先

行
地
域
選
定
に
向
け
協
議
中
。

先
行
地
域
へ
選
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
国
か
ら
財
政
支

援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

畜
産
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト

事
業
な
ど
を
取
り
入
れ
、
地

域
に
安
価
な
電
力
を
供
給
で

き
る
仕
組
み
作
り
な
ど
を
計

画
に
盛
り
込
み
た
い
。

辰
柳
委
員　
役
場
庁
舎
建
設

事
業
の
財
源
内
訳
と
Ⅱ
期
工

事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

副
町
長　
役
場
庁
舎
建
設
事

業
56
億
円
の
う
ち
23
億
円
約

42
㌫
が
国
の
交
付
金
等
で
賄

う
こ
と
が
で
き
、
33
億
円
約

58
㌫
が
公
共
施
設
整
備
基
金

な
ど
一
般
財
源
で
、
町
の
実

質
負
担
と
な
る
。

　
Ⅱ
期
工
事
に
係
る
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
分
署
棟

は
９
カ
月
半
、
車
庫
棟
は
13

カ
月
、
大
屋
根
広
場
は
10
カ

月
か
ら
11
カ
月
、
外
構
工
事

は
13
カ
月
ほ
ど
か
か
る
見
込

み
で
あ
り
、
Ⅱ
期
工
事
は
最

短
で
１
年
半
要
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

あ
っ
た
。
今
後
の
保
育
園
及

び
小
学
校
の
遊
具
の
整
備
に

つ
い
て
伺
う
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
令
和
４

年
度
に
す
べ
て
の
保
育
園
と

小
学
校
の
遊
具
の
点
検
を
実

施
し
、
遊
具
の
状
況
を
把
握

し
た
。
修
繕
し
、
使
用
で
き

る
も
の
は
使
用
し
、
危
険
な

遊
具
は
撤
去
を
予
定
。

　
今
後
は
、
令
和
５
年
度
に

全
て
保
育
園
、
小
学
校
か
ら

要
望
を
調
査
し
、
令
和
６
年

度
の
当
初
予
算
に
計
上
で
き

る
よ
う
進
め
た
い
。

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）
は
、
３
月
７
日
と
10
日
、
付
託
さ
れ
た

議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

近
藤
委
員　
議
会
で
開
催
し

た
ふ
る
さ
と
懇
談
会
に
お
い

て
五
日
市
小
学
校
児
童
か
ら

新
た
な
遊
具
整
備
の
要
望
が

　
令
和
４
年
度
、
階
段
部
分

の
修
繕
工
事
の
た
め
４
８
０

万
円
予
算
化
し
て
い
た
が
、

大
雨
災
害
が
発
生
し
た
こ
と

に
よ
り
、
階
段
の
修
繕
工
事

が
出
来
ず
繰
越
事
業
と
な
っ

た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
初
予

算
１
８
７
０
万
円
と
繰
り
越

し
た
事
業
費
と
合
わ
せ
て
、

七
滝
山
村
公
園
を
一
体
的
に

修
繕
工
事
を
実
施
し
た
い
。

歩道へ土砂が流れ込んだ七滝周辺

効
活
用
や
交
付
税
措
置
の
あ

る
有
利
な
起
債
の
活
用
の
徹

底
な
ど
財
政
の
健
全
化
に
努

め
る
。
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定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

会　計　名 今回補正額 補正後の予算

一般会計（第５号） 530万円 94億7773万円

特
別
会
計

国民健康保険事業
（第２号） △416万円 8億5515万円

農業集落排水事業
（第３号） △1439万円 2億1478万円

後期高齢者医療事業
（第１号） 400万円 9131万円

《一般会計の主な使いみち》
■財政調整基金等積立金 ……………………………　5024万円
　町債減債基金へ積立て
■母子保健事業費………………………………………　275万円
　国で予算化された出産・子育て応援ギフト事業を創設
■育成牛預託事業資材価格等高騰対策事業費………　830万円
　町畜産開発公社へ助成するもの
■新型コロナウイルス感染症予防事業……………… 1127万円
　�新型コロナウイルスワクチン接種に係る負担金補助金の実績

による返還
■教育費（小中学校使用料及び賃借料）……………△719万円
　教職員用端末借上料を県システム導入に向けて減額
■道路維持管理経費…………………………………… 1540万円
　道路除雪経費の増額
■災害復旧費………………………………………… △2000万円
　８月の大雨災害復旧事業実績による減額

新たに整備された江刈馬渕自治会館

44年度 補正予算年度 補正予算
賛成討論
『大型事業の財源

堅実に確保』

山崎　邦廣　議員

　５年度葛巻町一般会計予算と特別会
計・企業会計予算に賛成する。
　一般会計予算案の規模は、75億6000
万円ほどで、４年度と比較して、約４億
1000万円ほど減額となるが、引き続き、
70億円を超す大型予算である。
　庁舎等建設事業のⅠ期工事完了による
減額がある一方で、清掃センター長寿命
化修繕工事や五日市保育園建設工事、冬
部地区センター整備工事等の事業が予定
されているほか、公共施設解体撤去工事
等の物件費、草地更新支援事業費等の補
助費、繰り上げ償還等の公債費の増額が
大型予算の主な要因となっている。
　町の行財政運営は、物価の高騰や円安
などの影響もあり、困難が伴うものと憂
慮される中、財源対策として事業計画の
段階において町の厳しい状況を想定し、
大型事業に備えた基金の積み増しや交付
税措置のある有利な起債を活用し、財源
を確保するなど、不安定な経済状況を見
据え、新規のニーズや臨時の行政ニーズ
にも対応できるよう、財政の健全性の維
持を図りながら、安定的な財政運営に努
めているものと考える。
　当初予算案は、町の最重要課題を「人
口減少対策・地方創生」と位置づけ、こ
の課題解決に向けた基本目標　「いきい
きと輝き続ける“ひと”」、「誰もが住みた
くなる“まち”」、「地域資源を活かす“しご
と”」の実現に向け、各分野に新規の事業
を含めた、きめ細やかな予算である。

（要約）

■反対討論なし

◇
一
般
会
計
（
第
５
号
）

　
５
３
０
万
円
追
加
し
、
総

額
を
94
億
７
７
７
３
万
円
と

し
ま
し
た
。

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
（
第

２
号
）

　
４
１
６
万
円
減
額
し
、
総

額
を
８
億
５
５
１
５
万
円
と

し
ま
し
た
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
（
第

３
号
）

　

１
４
３
９
万
円
減
額
し
、

総
額
を
２
億
１
４
７
８
万
円

と
し
ま
し
た
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

（
第
１
号
）

　
４
０
０
万
円
追
加
し
、
総

額
を
９
１
３
１
万
円
と
し
ま

し
た
。 補

正

予

算

条

例

そ

の

他

　
３
月
定
例
会
議
で
人
事
案
件
や
条
例
改
正
、
４
年
度

補
正
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　
国
に
準
じ
て
、
職
員
の
定

年
延
長
に
関
す
る
条
例
等
を

改
正
。

●
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
改
正

　
国
に
準
じ
て
職
員
の
定
年

延
長
に
関
す
る
条
例
を
改
正
。

●
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
定
年
延
長
に
伴
い
条
例
の

整
備
が
必
要
と
な
っ
た
。

●
職
員
の
降
給
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　
定
年
延
長
に
伴
い
条
例
の

整
備
が
必
要
と
な
っ
た
。

●
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

改
正

　
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
。

●
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
の
制
定

　
個
人
情
報
保
護
法
改
正
に

伴
う
整
備
。

●
葛
巻
町
議
会
の
個
人
情
報

保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正

に
伴
う
整
備
。

●
葛
巻
町
議
会
総
合
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
　
傍
聴
人
の
定
員
の
見
直
し

及
び
個
人
情
報
保
護
法
の
改

正
に
伴
う
整
備
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定　

◇�

施
設
名　
江
刈
馬
渕
自
治

会
舘

◇�

指
定
管
理
者　
江
刈
馬
渕

自
治
会

◇�

指
定
期
間　
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
８
年
３
月
31

日
ま
で

●
町
辺
地
総
合
整
備
計
画
の

変
更

　
堆
肥
処
理
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
改
修
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
同
意

　

丹
内 

勉
さ
ん(

茶
屋
場)

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
。

　
任
期
は
令
和
８
年
６
月
30

日
ま
で
。（
再
任
）

丹内　勉さん夜中に出動する除雪車・５年度経費増額
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議 員 議 員 のの 判 断 判 断
議案等番号 件名と主な内容 議決結果 賛否

５年度予算
議案第１号 一般会計 可決 全員賛成
議案第２号 国民健康保険事業勘定特別会計 可決 全員賛成
議案第３号 農業集落排水事業特別会計 可決 全員賛成
議案第４号 後期高齢者医療事業特別会計 可決 全員賛成
議案第５号 国民健康保険病院事業会計 可決 全員賛成
議案第６号 水道事業会計 可決 全員賛成
４年度：補正予算
議案第７号 一般会計（第５号） 可決 全員賛成
議案第８号 国民健康保険事業勘定特別会計(第２号) 可決 全員賛成
議案第９号 農業集落排水事業特別会計(第３号) 可決 全員賛成
議案第10号 後期高齢者医療事業特別会計（第１号） 可決 全員賛成
条例の改正・制定
議案第11号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 可決 全員賛成
議案第12号 葛巻町国民健康保険条例の一部改正 可決 全員賛成
議案第13号 職員の定年等に関する条例の一部改正 可決 全員賛成
議案第14号 個人情報の保護に関する法律施行条例 可決 全員賛成
議案第15号 情報公開及び個人情報保護審査会条例 可決 全員賛成
議案第16号 職員の高齢者部分休業に関する条例 可決 全員賛成
議案第17号 職員の降給に関する条例 可決 全員賛成
人事案件

議案第21号 人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めることについて 意見
適任 全員賛成

その他
議案第18号 公の施設に係る指定管理者の指定に関し議決を求めることについて 可決 全員賛成
議案第19号 葛巻町辺地総合整備計画の変更に関し議決を求めることについて 可決 全員賛成

議案第20号 岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増減及び岩手県総合事務組
合規約の一部変更に関し議決を求めることについて 可決 全員賛成

発委第３号 葛巻町議会の個人情報の保護に関する条例 可決 全員賛成
発委第４号 葛巻町議会総合条例の一部を改正する条例 可決 全員賛成

 ※議長は採決に加わりません。

〈議決結果〉

定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

繰越明許費【一般会計】 
　令和４年度の事業（予算）で、令和５年度も引き続き実施する事業は次のとおりです。

区 分 事 業 名 ・ 内 容 金　　額
１

総務費
県代行事業「森林基幹道安孫・平糠線」整備に係る支障移転業務 251万円

２ 庁舎等建設事業Ⅱ期工事に係る工事請負（解体・建築）及び施行監理業務 ５億3136万円
３ 民生費 高齢者福祉センター外構工事（すずらん工房側） 1346万円
４ 労務費 若者雇用促進住宅整備事業 4172万円
５ 農林水産業費 七滝山村広場木製階段等改修工事 480万円
６

土木費
道路改良工事：茶屋場田子線 1098万円

７ 道路改良工事：葛巻浦子内線 7500万円
８ 教育費 移動図書館車更新 1839万円
９

災　害
復旧費

農業用施設災害復旧事業 1460万円
10 林道施設災害復旧事業 1820万円
11 公共土木施設災害復旧事業 9670万円

合　　計 ８億2774万円

くずまきテレビ
録画放送の予定

月　日 時　間 内　容

４月14日（金） ９時～ 議案説明、議案審査
17時～ 一般質問　　　　　

４月15日（土） ９時～ 議案審査、審議結果
17時～ 議案説明、議案審査

４月16日（日） ９時～ 一般質問　　　　　
17時～ 議案審査、審議結果

●
盛
岡
地
区
広
域
消
防

　
組
合
議
会
２
月
定
例
会

・
出
席
者

　
　
辰
柳
敬
一
議
員　

・
期
日

　
　
２
月
15
日
（
水
）

・
場
所

　
　
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合

・
議
案

　
　
４
年
度
補
正
予
算
１
件

　
　
５
年
度
予
算
１
件

　
　
条
例
改
正
７
件

・
議
決
結
果

　
　
全
議
案
可
決

●
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
議
会

　
第
１
回
定
例
会

・
出
席
者

　
　
姉
帯
春
治
議
員

　
　
山
崎
邦
廣
議
員

　
　
近
藤　
聖
議
員

・
期
日

　
　
２
月
27
日
（
月
）

・
場
所

　
　
八
幡
平
市
役
所

・
議
案

　
　
４
年
度
補
正
予
算
３
件

　
　
５
年
度
予
算
２
件

　
　
条
例
改
正
９
件

・
議
決
結
果

　
　
全
議
案
可
決

議
会
活
動
報
告

　
町
は
、
北
岩
手
・
北
三
陸
横
断
道

路
の
整
備
促
進
に
注
力
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
に
は
、
県
の
新
広
域
道

路
交
通
計
画
に
お
い
て「
構
想
道
路
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
議
会
で
は
、
町
と
一
体
と
な
り

早
期
実
現
に
向
け
て
、
整
備
促
進
を

要
望
す
べ
く
国
省
庁
に
お
い
て
要
望

活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
財
務
大
臣
室
に
お
い
て
、
鈴
木
財

務
大
臣
に
要
望
書
を
手
渡
し
、
北
岩

手
・
北
三
陸
横
断
道
路
整
備
促
進
の

ほ
か
、
町
の
基
幹
産
業
の
現
状
な
ど

に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。　

　
１
月
19
日
か
ら
20
日
葛
巻
町
議
会
は
鈴
木
重
男
町
長
と
共
に
、
北
岩
手
・

北
三
陸
を
横
断
す
る
高
規
格
道
路
整
備
の
促
進
を
目
的
と
し
、
財
務
大
臣
ほ

か
県
・
東
北
選
出
国
会
議
員
へ
要
望
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

鈴木財務大臣へ要望書を手交する鈴木町長と議員

広瀬めぐみ議員へ要望活動

若松謙維議員へ要望活動

階猛議員へ要望活動

葛巻町議会活動報告葛巻町議会活動報告

北岩手北三陸横断道路整備促進要望活動北岩手北三陸横断道路整備促進要望活動
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　議会では、町民に開かれた議会を目
指し、多くの意見や声を聞く機会の場
として、議会報告会「ふるさと懇談会」
を開催しています。
　町内の小学校、中学校の児童生徒の
皆さんから提案をいただき、意見交換
を行いましたので、その内容をお知ら
せします。

ふるさと懇談会

小学校
開催日　１月25日
参加者　児童　21名
「どんな町、地域、学校に
　　なればよいと思うか」

　
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
毎

日
が
楽
し
い
活
気
あ
る
町
に
し

た
い
で
す
。

▽
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か

①
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ツ
の
販
売

で
、
旅
行
で
町
に
来
た
人
や
子

供
連
れ
の
人
に「
ま
た
来
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま

す
。

②
観
光
マ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
で
、

観
光
客
に
よ
り
楽
し
い
葛
巻
町

の
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
え
る

と
思
い
ま
す
。

③
く
ず
ま
き
定
住
促
進
住
宅
の

入
居
条
件
を
見
直
す
こ
と
で
住

む
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
江
刈
小
学
校
の
５
、
６
年
生

の
10
人
は
、
三
つ
の
提
案
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
「
野
球
で
葛
巻
町

を
盛
り
上
げ
た
い
」。

　
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
五
日
市

メ
ッ
ツ
」
を
紹
介
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
作
り
、
少
年
野
球
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
野
球
を

す
る
人
と
応
援
す
る
人
達
の
輪

で
、
葛
巻
町
を
盛
り
上
げ
た
い

と
い
う
提
案
で
し
た
。

　

大
人
も
子
供
も
少
な
く
て
、

ち
ょ
っ
と
寂
し
い
の
で
、
活
気

の
あ
る
町
に
し
た
い
で
す
。

▽
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か

　

町
に
は
自
然
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
広
い
土
地
も
あ
る
の

で
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
キ
ャ
ン

プ
が
で
き
る
公
園
を
作
っ
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情
報
発

信
し
や
す
い
の
で
、
遊
べ
る
施

設
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
連
れ
の

家
族
な
ど
が
遊
び
に
来
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　
五
日
市
小
学
校
、
５
、
６
年

生
の
児
童
４
人
は
「
遊
び
場

い
っ
ぱ
い
、
ク
リ
ー
ン
で
グ

リ
ー
ン
な
葛
巻
町
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
五
日
市
小
学
校
で
は
、
学
校

に
あ
っ
た
遊
具
が
壊
れ
、
撤
去

さ
れ
た
物
も
あ
り
、
今
あ
る
遊

具
も
錆
び
て
い
て
不
安
が
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ

に
あ
る
よ
う
な
木
材
を
使
っ
た

遊
具
の
提
案
も
あ
り
、
こ
れ
か

④
空
き
家
を
カ
フ
ェ
に
使
い
ハ

ン
モ
ッ
ク
カ
フ
ェ
や
ペ
ッ
ト
同

伴
が
で
き
る
カ
フ
ェ
な
ど
も
あ

れ
ば
、
幅
広
い
年
代
の
人
が
利

用
し
て
、
大
切
な
人
と
楽
し
い

時
間
が
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。

⑤
町
に
無
い
遊
具
を
設
置
し
た

公
園
を
作
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
や
、
子
ど
も
連
れ
の
人
な

ど
が
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

▽
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か

　
人
口
減
少
の
要
因
と
な
る
出

生
率
低
下
や
若
者
の
流
出
を
軽

減
し
、
そ
し
て
移
住
者
の
増
加

だ
け
で
な
く
、
地
域
に
住
む
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
も
が

楽
し
く
明
る
い
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、「
Ｃ
Ｍ
で
葛
巻
町

を
知
って
も
ら
い
た
い
」
で
す
。

　

町
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
、

観
光
地
の
Ｃ
Ｍ
を
作
り
、
葛
巻

町
の
魅
力
を
町
内
外
に
発
信
す

る
と
い
う
提
案
。

　
三
つ
目
は
「
ミ
ル
ン
ち
ゃ
ん

グ
ッ
ズ
で
葛
巻
町
を
盛
り
上
げ

た
い
」
で
す
。

　
葛
巻
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
ミ
ル
ン

ち
ゃ
ん
」
の
グ
ッ
ズ
を
作
り
、

道
の
駅
や
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
な

ど
で
販
売
し
ま
す
。

　
グ
ッ
ズ
に
興
味
を
持
っ
た
人

が
、「
ミ
ル
ン
ち
ゃ
ん
」
と
い

え
ば
葛
巻
町
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
提

案
で
し
た
。

　
作
る
だ
け
で
な
く
、
き
ち
ん

と
管
理
を
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
良
い
評
判
が
広
ま
っ
て
、
人

気
の
公
園
に
な
れ
る
と
思
い
ま

す
。

▽
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か

　
公
園
を
利
用
し
よ
う
と
た
く

さ
ん
の
人
達
が
町
へ
来
て
く
れ

た
ら
、
行
き
帰
り
に
町
の
お
店

に
も
寄
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

葛
巻
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
、

特
産
品
な
ど
葛
巻
の
ほ
か
の
良

さ
も
分
っ
て
も
ら
え
て
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
葛
巻
の
魅
力
を

知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
町

に
今
よ
り
も
活
気
が
出
て
く
れ

た
な
ら
う
れ
し
い
で
す
。

ら
の
町
産
材
の
活
用
の
ヒ
ン
ト

も
提
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
葛
巻
町
の
豊
か
な
自
然
を
活

用
し
た
遊
び
場(

公
園)

の
提
案

で
は
、
森
林
や
川
も
利
用
し
て

遊
び
場
と
し
て
の
機
能
だ
け
で

な
く
、
休
憩
所
と
し
て
も
利
用

で
き
る
「
憩
い
の
場
」
に
な
れ

ば
、
子
供
だ
け
で
な
く
お
年
寄

り
で
も
利
用
で
き
る
遊
び
場

（
公
園
）
に
な
り
ま
す
。

　
五
日
市
小
学
校
で
は
、
世
界

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
考
え
を
取
り
入
れ
た
提

案
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

葛
巻
小
学
校

　
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る

　
活
気
の
あ
る
町
に

江
刈
小
学
校

　
野
球
・
Ｃ
Ｍ
・

　
ミ
ル
ン
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
で

　
町
を
盛
り
上
げ
た
い

小
屋
瀬
小
学
校

　
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
て
、

　
笑
い
が
あ
ふ
れ
る
町

五
日
市
小
学
校

　
遊
び
場
い
っ
ぱ
い

　
ク
リ
ー
ン
で
グ
リ
ー
ン
な

　
葛
巻
町

小学生ふるさと懇談会で議長を務めてくださった児童の皆さん
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ふるさと懇談会

中学校
開催日　１月23日
参加者　中学生　14名
「どんな町、地域、学校に
　　なればよいと思うか」

　
葛
巻
町
で
は
、
林
業
が
盛
ん

で
あ
り
、
町
の
木
を
使
っ
た
取

り
組
み
を
何
か
で
き
な
い
か
考

え
た
。

　
町
産
材
を
使
っ
た
新
庁
舎
も

で
き
ま
し
た
が
、
町
中
に
は
空

き
家
も
多
く
、
改
装
し
た
空
き

家
で
ク
ッ
ブ
を
楽
し
め
る
こ
と

で
、
空
き
家
の
活
用
に
も
つ
な

が
る
と
思
う
。

　
ま
ず
は
、
ク
ッ
ブ
を
町
民
に

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
社
会
体

育
館
や
空
き
地
、
改
装
し
た
空

き
家
な
ど
で
行
う
。

　
町
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

る
冬
季
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す

る
こ
と
で
、
多
く
の
人
々
に
町

に
来
て
も
ら
い
、
葛
巻
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
ひ
と
つ
に
は
町
の
寒
さ
を
利

用
し
た
氷
の
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く

り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
ら
ど
う

か
。
ま
た
、
冬
に
作
っ
て
い
る

雪
像
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

す
れ
ば
効
果
的
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
企
画
を

す
る
こ
と
に
よ
り
町
外
か
ら
の

　
町
内
に
ク
ッ
ブ
を
普
及
さ
せ

る
こ
と
で
ク
ッ
ブ
の
全
国
大
会

な
ど
の
誘
致
も
視
野
に
入
れ
て

い
く
。

　
ク
ッ
ブ
は
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
、
高
齢
化
・
少
子
化
が
進
む

中
、
冬
季
間
で
も
出
来
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
空
き
家
を
改

装
す
る
こ
と
で
町
民
の
憩
い
の

場
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
民

の
運
動
不
足
の
解
消
に
も
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
子
高

齢
化
し
て
い
て
も
、
明
る
く
楽

し
く
感
じ
る
町
と
な
り
町
外
の

人
た
ち
と
も
仲
良
く
な
る
こ
と

が
で
き
る
。

移
住
者
や
人
口
増
も
期
待
で
き
、

町
外
の
人
た
ち
か
ら
の
興
味
も

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
新
庁
舎
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
し
、
誰
で
も
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
た
り
カ
フ
ェ
な
ど
も
つ

く
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集

う
場
所
に
な
る
こ
と
で
、
町
内

に
活
気
も
で
き
、
賑
わ
い
も
そ

し
て
地
域
の
交
流
も
図
れ
る
と

思
う
。

　
移
動
手
段
と
し
て
町
バ
ス
の

利
用
を
図
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
通
え
る
場
所
に
な
る
。

葛
巻
中
学
校

　
ク
ッ
ブ
で
つ
な
が
る

　
地
域
づ
く
り

江
刈
中
学
校

　
注
目
さ
れ
る
冬
の

　
イ
ベ
ン
ト
企
画
を

　
葛
巻
町
は
自
然
豊
か
な
町
だ

が
、
ご
み
が
落
ち
て
い
た
り
古

い
空
き
家
が
あ
っ
た
り
す
る
の

で
、
町
の
環
境
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
で
、
葛
巻
の
魅
力
が
増

し
、
町
民
の
交
流
に
も
繋
が
る

と
思
う
。

１
、
ご
み
ゼ
ロ
の
町
に
す
る

　
全
町
民
が
参
加
す
る
ご
み
拾

い
デ
ー
を
設
け
、
町
内
産
の
木

の
ス
プ
ー
ン
を
使
う
な
ど
、
プ

ラ
ス
テ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す
工

夫
を
す
る
。

２
、
空
き
家
を
再
利
用
す
る

　
町
民
対
象
に
伝
統
文
化
講
習

会
を
開
き
、
郷
土
料
理
や
わ
ら

じ
作
り
、
木
工
製
作
な
ど
を
学

ん
だ
り
昔
話
を
聞
く
。

　
３
つ
の
地
域
に
分
か
れ
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
体
験
活

動
を
す
る
。
ワ
イ
ン
を
飲
む
会

を
開
催
し
て
、
葛
巻
の
特
産
物

の
宣
伝
を
す
る
。

　
持
ち
主
と
町
で
協
議
し
、
空

き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
。

太
陽
光
発
電
を
設
置
し
、
電
気

代
を
無
料
に
す
る
こ
と
で
、
町

へ
の
移
住
を
促
す
。
環
境
が
良

く
な
る
こ
と
で
来
町
者
が
増
加

し
町
の
魅
力
が
増
す
。

小
屋
瀬
中
学
校

　
エ
コ
で
、
世
代
を

　
越
え
た
交
流
が
で

　
き
る
町

中学生ふるさと懇談会で議長を務めてくださった生徒の皆さん

　
ど
の
発
表
も
町
民
が
生
き
生

き
暮
ら
し
葛
巻
町
を
活
性
化
さ

せ
よ
う
と
い
う
熱
い
思
い
を
感

じ
ま
し
た
。
生
き
生
き
と
暮
ら

し
て
い
く
中
で
町
民
が
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
年
代
の
区
分
な
く
交

流
す
る
。
環
境
整
備
を
町
民
み

ん
な
で
行
う
こ
と
で
快
適
に
暮

ら
し
、
そ
れ
が
葛
巻
の
魅
力
に

繋
が
る
。
空
き
家
の
有
効
活
用

も
検
討
す
る
。
な
ど
、
み
な
さ

ん
の
葛
巻
へ
の
「
愛
」
が
発
表

に
盛
り
込
ま
れ
、
嬉
し
い
も
の

ば
か
り
で
し
た
。

　
町
で
は
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
を
進

め
る
中
で
、
一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
発
表
で
は
そ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
発
表
に
使
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
議
会
へ
の
質
問
は
、
議
員
が

町
に
質
問
す
る
内
容
と
同
じ
も

の
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
質
問
や
提
案
は
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
対
策
に

生
か
せ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た

の
で
、
今
後
の
議
会
活
動
で
お

お
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

す
ば
ら
し
い
発
表
・
態
度
・

声
量
な
ど
、
今
後
ま
す
ま
す
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
立
派
な
社
会

人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

小
・
中
児
童
生
徒
と
の

ふ
る
さ
と
懇
談
会
を
終
え
て
～
議
長
の
感
想
～
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利活用が待たれる町中心部の空店舗

一般質問

近
こん

藤
どう

　聖
きよし

 議員
　
　
　
町
内
の
空
き
家
の
現
況

と
空
き
家
バ
ン
ク
施
策
の
成
果
は
。

　
　
　
町
全
体
の
実
態
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
国
勢
調
査

に
よ
る
世
帯
数
の
推
移
か
ら
、

相
当
数
の
空
き
家
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
活

用
が
困
難
な
物
件
が
多
く
、
不

動
産
業
者
が
無
い
こ
と
か
ら
、

空
き
家
の
賃
貸
や
物
件
売
買
に

繋
が
り
に
く
い
状
況
に
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
は
、
こ

れ
ま
で
51
件
の
登
録
が
あ
り
、

21
件
の
賃
貸
、
９
件
の
売
買
が

成
立
し
、
定
住
者
確
保
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

 

今
後
、
空
き
家
の
利
活
用
推

進
の
た
め
、
ニ
ー
ズ
把
握
と
支

援
策
の
拡
充
・
検
討
に
努
め
、

事
業
の
充
実
の
た
め
情
報
発
信

に
も
力
を
入
れ
た
い
。

　
　
　
町
中
心
部
、
町
家
の
隣

の
建
物
利
活
用
が
進
ん
で
い
な

い
が
、
今
後
の
計
画
は
。

町
長

議
員

　
　
　
町
内
児
童
・
生
徒
の
肥

満
指
数
の
状
況
は
。

　
　
　
全
国
体
力
・
運
動
能
力

等
調
査
で
は
、
体
力
測
定
の
ほ

と
ん
ど
の
項
目
で
県
平
均
・
全

国
平
均
よ
り
上
回
っ
て
い
る
。

肥
満
率
調
査
で
は
、
県
・
全
国

平
均
よ
り
高
い
傾
向
に
あ
る
。

　
　
　
今
後
の
肥
満
対
策
は
。

　
　
　
学
校
給
食
で
肥
満
対
策

メ
ニ
ュ
ー
を
導
入
し
、
県
学
校

給
食
調
理
コ
ン
ク
ー
ル
で
高
評

価
で
あ
っ
た
。

議
員

町
長

議
員

町
長

議
員

問

答

空き家の現状と対策の成果は

定住者対策として一定の成果

町
内
の
空
き
家
の
状
況

に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
の
肥
満
対
策

冬
季
体
育
授
業
に
つ
い
て

　
　
　

　
元
所
有
者
が
町
に
在
住
し
て

い
な
い
の
で
、
残
置
物
な
ど
の

処
理
に
つ
い
て
折
衝
が
停
滞
し

て
い
る
。
今
後
、
当
初
の
予
定

通
り
建
物
を
解
体
し
、
隣
の
町

家
の
利
活
用
と
合
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
方
向
で
あ
る
。

　
　
　
町
中
心
部
の「
街
並
み
」

の
形
成
構
想
は
。「
手
づ
く
り

村
」
構
想
は
今
も
あ
る
の
か
。

　
　
　
新
庁
舎「
く
ず
ま
～
る
」

と
「
木
製
上
屋
付
き
大
橋
」
が

整
備
さ
れ
、
今
後
、
ソ
フ
ト
面

で
の
魅
力
向
上
が
重
要
で
あ
る
。

 

「
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
基
に
、
観
光
・
交
流
人

口
の
町
内
の
周
遊
・
滞
在
時
間

の
延
伸
や
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
た
い
。

　
　
　
　
各
協
議
会
等
の
検
討

で
、
課
題
が
多
く
「
手
づ
く
り

村
」
の
よ
う
な
街
並
み
に
し
よ

う
と
い
う
気
運
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

　
今
後
、
く
ず
ま
き
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

取
組
の
中
で
、
モ
ノ
づ
く
り
職

人
誘
致
策
な
ど
を
生
か
す
よ
う

努
め
た
い
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
推
進
課
長

議
員

町
長

副
町
長

今ここが
聞きたい

　３月６日、５議員が一般質問を
行いました。
　一般質問は、町の行政全般にわ
たり、事務の執行状況や将来の方
針などを幅広い視点から報告や説
明を求め質問します。　　　　
　議員の質問できる時間は、１時
間以内です。
　議事録の内容は、町のホームペー
ジと議会事務局で閲覧できます。

19ぺージ
近 藤　　 聖 議員
1.	 町の空き家対応施策について
2.	 町内小中学校児童・生徒の健
康や体力等の状況について

20ぺージ
遠藤　裕樹 議員
１．コロナ感染症５類移行の対応
は

２．諸物価高騰についての対応は
３．観光客の回復について伺う

21ぺージ
山崎　邦廣 議員
１．自治会の地域活動推進につい
て

22ぺージ
柴田　勇雄 議員
１．町会計年度任用職員の処遇改
善策の町長所見等について

２．葛巻病院正面玄関前通路の「通
行禁止」の早急改善について

23ぺージ
姉帯　春治 議員
１．葛巻町若者定住支援住宅につ
いて

２．若者の住宅建築、中古住宅取
得に対する助成について

３．町発注工事などの人件費につ
いて

Next p
age
一般質問

　
平
庭
地
域
３
市
町
村
の
議

会
議
員
が
一
同
に
会
し
、
相

互
の
研
修
と
情
報
交
換
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修

会
が
、
２
年
ぶ
り
に
「
ま
き

×
ま
き
ホ
ー
ル
」
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
鈴
木
重
男

町
長
の
「
夢
し
か
実
現
す
る

も
の
は
な
い
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
町
長
は
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
様
々
な
町

の
施
策
や
、
最
重
要
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
問
題
の
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
へ
の
働

き
か
け
な
ど
、
今
後
も
諸
課

題
に
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
力
強
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
会
に
先
立
ち

庁
舎
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
員
の
皆
さ
ん
は
、
扇
形

の
形
状
で
、
デ
ザ
イ
ン
性
や

利
便
性
に
優
れ
た
新
庁
舎
に

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
く
に
も
、
町
産
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
活
用
し
、
最
新
の

音
響
機
器
等
を
備
え
た
議
場

に
お
い
て
は
、「
こ
こ
で
議

会
が
で
き
る
議
員
は
う
ら
や

ま
し
い
。」
な
ど
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
情
報

交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
議
員

相
互
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

講師　鈴木重男町長

平庭地域市町村議会連絡協議会研修会平庭地域市町村議会連絡協議会研修会
（久慈市・九戸村・葛巻町）（久慈市・九戸村・葛巻町）

庁舎内や議場を見学する久慈市と九戸村の議会議員

　
ま
た
、
各
学
年
毎
に
栄
養
教

諭
が
食
に
関
す
る
指
導
を
し
て

お
り
、
今
後
も
児
童
・
生
徒
の

肥
満
解
消
や
健
康
増
進
の
た
め
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し

た
取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
。

　
　
　
冬
季
の
体
育
授
業
の
取

り
組
み
や
課
題
は
。

　
　
　
文
科
省
指
導
要
領
に
基

づ
き
、
体
育
館
で
実
施
で
き
る

運
動
領
域
を
中
心
に
年
間
指
導

計
画
を
作
成
・
実
施
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
課
題
は
認
識
し
て

お
ら
ず
、
各
学
校
が
工
夫
を
こ

ら
し
て
指
導
し
て
い
る
。

議
員

町
長

令和５年１月31日開催令和５年１月31日開催
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遠
えん

藤
どう

 裕
ひろ

樹
き

 議員

イベントで賑わう町中エリア

一般質問

問

答

コロナ感染症５類移行の対応は

適 切 な 情 報 提 供 を 行 う

一般質問

山
やま

崎
ざき

　邦
くに

廣
ひろ

 議員

問

答

暮らしに身近な自治会活動の支援策は

自主的・主体的な地域活動を積極的支援

　
　
　
人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
な
か
、

自
治
会
の
地
域
活
動
支
援
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
町
で
は
、
自
主
的
・
主

体
的
な
地
域
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
各
行
政
区
に
自
治
会
の

形
成
を
促
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

30
年
以
上
経
過
し
た
現
在
、

そ
の
活
動
は
し
っ
か
り
と
定
着

し
、
充
実
し
た
取
組
と
な
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
町
で
は
目
標
年
度

を
平
成
27
年
度
と
す
る
町
総
合

計
画
に
お
い
て
、「
幸
せ
実
感

の
仕
組
み
づ
く
り
」
の
施
策
と

し
て
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
取
入
れ
、平
成
17
年
11
月
に
、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指

針
」
を
策
定
し
た
。

　
こ
の
指
針
で
は
、
様
々
な
主

体
と
行
政
が
、
役
割
分
担
の
も

と
相
互
に
協
力
し
、
よ
り
よ
い

地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
19
年
度

議
員

町
長

　
　
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
５
類

移
行
で
、
病
院
・
ワ
ク
チ
ン
な

ど
へ
の
対
応
や
生
活
様
式
の
変

化
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
葛
巻
病
院
で
の
受
診
対

応
に
つ
い
て
、
本
年
５
月
か
ら

感
染
法
上
の
分
類
が
「
２
類
相

当
」
か
ら
「
５
類
」
に
引
き
下

が
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
行
動
制

限
等
の
規
制
は
な
く
な
る
一
方

で
、
医
療
機
関
の
対
応
や
公
費

負
担
は
段
階
的
に
見
直
し
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

葛
巻
病
院
で
は
当
面
は
現
状
の

ま
ま
で
続
け
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
公
費
負
担

に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
具
体
的

な
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
方
針
が
示
さ
れ
た
際

に
は
対
応
を
協
議
し
た
上
で
速

や
か
な
情
報
提
供
を
行
う
。

　
生
活
様
式
の
変
化
や
規
制
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
イ
ベ
ン
ト
の
入
場

町
長

　
　
　
５
年
度
の
支
援
内
容
を

伺
う
。

　
　
　
提
案
し
た
令
和
５
年
度

の
一
般
会
計
当
初
予
算
案
で
は
、

自
治
会
活
動
交
付
金
を
３
０
０

万
円
、
約
16
㌫
増
の
２
２
０
０

万
円
と
し
た
ほ
か
、
協
創
の
ま

ち
づ
く
り
補
助
金
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
と
同
等
の
水
準
で
事
業

費
を
確
保
し
て
い
る
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み

厳
し
さ
が
増
す
中
、
コ
ロ
ナ
禍

議
員

町
長

　
　
　
減
少
し
た
観
光
客
の
回

復
に
向
け
た
取
組
は
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
全
国
的
に
は
観
光
需
要

は
回
復
傾
向
に
向
か
っ
て
い
る

が
、
当
町
は
実
感
で
き
る
ほ
ど

に
は
な
っ
て
い
な
い
。「
木
製

上
屋
根
付
き
大
橋
」、
複
合
型

議
員

町
長

議
員活

動
支
援
の
現
状　
　

コ
ロ
ナ
感
染
症
５
類
移
行

後
の
生
活
の
変
化

諸
物
価
高
騰
対
策　
　

５
年
度
の
活
動
支
援　

観
光
客
の
誘
客
対
策　

に「
自
治
会
活
動
交
付
金
」を
、

平
成
20
年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

関
係
補
助
金
を
統
合
し
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
」
を
創

設
す
る
な
ど
自
治
会
活
動
を
支

援
し
て
き
た
。

　
そ
の
後
も
自
治
会
活
動
交
付

金
の
算
定
方
法
の
見
直
し
と
拡

充
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
補
助

金
の
メ
ニ
ュ
ー
拡
充
、
自
治
会

館
整
備
な
ど
、
時
々
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
き

た
。

　
現
在
、
令
和
12
年
度
を
目
標

年
次
と
す
る
町
総
合
計
画
に
お

い
て
、「
協
働
」
の
理
念
を
さ

ら
に
一
歩
前
進
さ
せ
、
様
々
な

主
体
と
行
政
が
同
じ
方
向
を
目

指
し
、
一
体
感
を
持
っ
て
、
協

力
す
る「
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
町
の
取
組
は
、

年
度
当
初
の
予
算
確
保
の
み
な

ら
ず
、
補
正
予
算
に
よ
る
増
額

な
ど
自
治
会
へ
の
支
援
と
し
て

は
県
内
他
市
町
村
と
比
較
し
て

も
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

規
制
、
海
外
か
ら
の
水
際
対
策

等
様
々
な
規
制
・
制
限
が
適
用

さ
れ
な
く
な
る
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況

に
戻
す
に
は
一
定
の
時
間
を
要

す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

に
よ
り
、
こ
の
３
年
間
、
自
治

活
動
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た

が
、
町
総
合
計
画
で
掲
げ
る
基

本
理
念
「
幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
」
の
推
進
に
は
、
協
創
の

ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
取
組
み
が

重
要
で
あ
り
、
自
治
会
に
お
い

て
は
引
続
き
、
自
主
的
か
つ
主

体
的
な
地
域
活
動
を
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
町
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
取

組
に
対
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
財
政
的
支
援
・
人
的
支

援
を
講
じ
て
い
く
。 コロナ感染症流行以前の自治会による農地の活用活動

　
　
　
諸
物
価
高
騰
へ
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
伺
う
。

　
　
　
先
ず
農
家
へ
の
継
続
的

支
援
に
つ
い
て
、
短
期
的
生
産

資
材
高
騰
対
応
を
計
上
し
、
４

月
中
に
は
補
助
金
の
確
定
、
交

付
を
終
え
る
見
込
み
。

　
一
方
で
、
物
価
高
騰
な
ど
外

的
要
因
を
受
け
ず
安
定
的
経
営

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、

自
給
粗
飼
料
の
生
産
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
、「
草

地
更
新
支
援
事
業
」
の
拡
充
を

提
案
す
る
も
の
。

　
一
般
向
け
へ
の
支
援
は
、
各

世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

の
対
策
を
令
和
５
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い

る
。 

今
後
も
時
機
を
逸
し
な

い
対
応
に
努
め
た
い
。
商
工
業

に
つ
い
て
も 

景
気
回
復
に
向

議
員

町
長

け
た
経
営
の
自
立
・
自
歩
が
大

き
な
課
題
と
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
つ
つ
、
必
要
な
支
援
と
対
策

に
取
組
た
い
。

庁
舎
「
く
ず
ま
～
る
」
な
ど
新

た
な
町
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
活

用
し
な
が
ら
幅
広
く
情
報
発
信

し
、
春
以
降
の
誘
客
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
現
在
、
町
で
は
「
ま
ち
な
か

エ
リ
ア
」
に
お
け
る
誘
客
・
周

遊
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
や
経
済

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
つ
い
て

も
、
町
内
観
光
施
設
で
の
受
け

入
れ
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

く
。
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柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

問

答

町会計年度任用職員の待遇改善は

職務に応じ適切に対応していく

一般質問一般質問

姉
あね

帯
たい

 春
はる

治
じ

 議員

問

答

定 住 希 望 者 の 住 宅 支 援 は

町単独の事業により対応している

ロープで囲われた「通行禁止」の病院玄関前通路

　
　
　
設
置
目
的
に
あ
る
若
者

定
住
・
町
外
か
ら
の
移
住
の
成

果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
「
定
住
促
進
住
宅
」
は
、

10
棟
28
戸
あ
り
、
入
居
率
が
７

割
か
ら
８
割
で
推
移
し
、
町
外

か
ら
の
子
育
て
世
帯
移
住
者
を

対
象
と
し
た
「
い
ら
っ
し
ゃ
い

葛
巻
子
育
て
支
援
住
宅
」
は
、

３
棟
全
て
入
居
済
み
で
あ
る
。

　

40
歳
未
満
を
対
象
と
し
た

「
若
者
雇
用
促
進
住
宅
」
は
、

１
棟
６
戸
で
現
在
整
備
中
で
あ

り
、
一
定
の
入
居
希
望
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
事
業
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で

43
世
帯
が
入
居
し
て
お
り
、
自

己
都
合
や
転
職
な
ど
に
よ
る
や

む
を
得
ず
退
居
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
も
の
の
一
定
の
成
果
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
入
居
者
の
就
労
支
援

は
、
住
宅
の
確
保
と
併
せ
て
雇

用
の
場
の
確
保
が
大
事
で
あ
る

こ
と
か
ら
令
和
２
年
６
月
に

「
く
ず
ま
き
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ

議
員

町
長

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

賃
金
等
決
定
支
給
根
拠
と
職
歴

年
数
等
の
加
算
対
応
に
つ
い

て
。

　
　
　

会
計
年
度
任
用
職
員

は
、
制
度
導
入
以
前
の
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
や

勤
務
条
件
を
確
保
す
る
た
め
に

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
し
て
創
設
さ

れ
た
制
度
で
あ
る
。

　

制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
総
務
省
よ
り
「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
の
導
入
等
に
向

け
た
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

が
示
さ
れ
、
各
地
方
公
共
団
体

の
実
情
に
応
じ
た
例
規
の
整
備

運
用
ル
ー
ル
な
ど
を
整
理
し
て

い
る
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
踏
ま
え
た
上
で
導

入
し
て
お
り
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
職

務
内
容
や
勤
務
条
件
に
応
じ
て

常
勤
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し

決
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
歴
加
算
に
つ
い
て

議
員

町
長

　
　
　
通
院
す
る
足
腰
に
支
障

を
抱
え
る
高
齢
者
等
と
薬
局
利

用
者
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
薬
局
利
用
に
係
る
動
線

に
つ
い
て
は
、
病
院
建
設
時
に

お
い
て
相
手
方
と
も
協
議
・
検

討
を
進
め
て
き
た
が
、
折
り
合

い
が
つ
か
ず
現
在
の
状
況
に

至
っ
て
い
る
。

　

改
善
対
応
策
等
に
つ
い
て

議
員

町
長

　
　
　
町
内
在
住
者
へ
の
助
成

を
手
厚
く
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
直
近
５
年
間
の
実
績
で

は
、
町
外
か
ら
の
移
住
者
に
対

す
る
助
成
数
は
、
新
築
住
宅
２

軒
、
中
古
住
宅
１
軒
。
町
民
に

対
す
る
助
成
は
、
新
築
住
宅
19

軒
、
中
古
住
宅
７
軒
で
合
わ
せ

て
29
軒
年
平
均
６
軒
の
実
績
と

な
っ
た
。

　
４
年
度
は
、
町
外
か
ら
の
移

住
者
の
新
築
住
宅
２
軒
、
町
民

に
対
す
る
助
成
は
、
新
築
住
宅

９
軒
、
中
古
住
宅
１
軒
を
予
定

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
新
年
度

は
、
新
築
す
る
際
に
町
内
事
業

者
と
契
約
し
施
工
し
た
場
合
に

最
大
で
１
軒
に
つ
き
２
０
０
万

円
を
上
限
に
増
額
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
今
後
も「
住
み
続
け
た
い
町
」

が
具
現
化
で
き
る
よ
う
に
施
策

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
併
せ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
も

強
化
す
る
。

議
員

町
長

　
　
　
働
き
手
の
賃
金
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
り
、
若
者
の
雇
用
が

増
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
町
が
発
注
す
る
一
定
規

模
以
上
の
公
共
工
事
は
、
県
が

定
期
的
に
設
定
す
る
資
材
単

価
、
人
件
費
単
価
に
基
づ
き
積

算
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
物
価
高
騰
や

賃
金
上
昇
な
ど
経
済
情
勢
が
反

映
さ
れ
て
い
る
県
単
価
を
採
用

し
て
設
計
額
を
算
定
し
て
い
る
。

　

普
通
作
業
員
の
人
件
費
は
、

10
年
前
か
ら
は
70
㌫
、
５
年
前

か
ら
は
14
㌫
ア
ッ
プ
に
な
っ
て

い
る
。

　
町
で
は
、
県
が
定
め
る
最
低

賃
金
の
順
守
に
つ
い
て
は
指
導

す
る
立
場
に
あ
る
も
の
の
、
そ

の
範
疇
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
は
あ
く
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
所
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
賃
金
ア
ッ
プ
に
関

与
す
る
権
限
が
な
い
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

町
長

　
　
　

病
院
玄
関
前
通
路
を

ロ
ー
プ
で
囲
い
「
通
行
禁
止
」

と
し
て
い
る
理
由
は
。

　
　
　

こ
の
処
置
に
つ
い
て

は
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
な
ど
の

ほ
か
、
階
段
の
積
雪
・
凍
結
な

ど
に
よ
る
転
倒
な
ど
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
施
設
の
安
全

管
理
上
、
冬
季
間
に
お
い
て

行
っ
て
い
る
。

議
員

町
長

葛
巻
町
若
者
定
住
支
援　

住
宅
に
つ
い
て

賃
金
等
決
定
支
給
根
拠

薬
局
へ
の
動
線　
　
　

常
勤
職
員
と
の
比
較　

若
者
の
住
宅
建
築
や
中
古
住

宅
取
得
へ
の
助
成
に
つ
い
て

町
発
注
工
事
の
人
件
費
は

適
正
価
格
か

通
路
の
通
行
禁
止　
　

ン
タ
ー
」
を
開
所
し
て
無
料
職

業
紹
介
を
は
じ
め
と
す
る
事
業

を
展
開
し
て
い
る
ほ
か
、
県
内

初
と
な
る
「
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
」
を
設
立
し
、

町
内
７
事
業
者
が
加
盟
し
て
雇

用
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
「
お
た

め
し
居
住
」
で
町
で
の
暮
ら
し

を
短
期
間
体
験
し
移
住
に
繋
げ

る
事
業
を
強
化
し
て
い
く
な

ど
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た
移

住
・
定
住
を
促
進
し
て
い
く
。町外から入居している若者定住住宅（五日市）

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
と

正
規
常
勤
職
員
の
年
間
給
与
の

支
給
額
と
両
者
を
比
較
し
た
場

合
の
格
差
は
。

　
　
　
当
町
で
は
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
全
て
が
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
任
用
で
あ
る
。

　
ま
た
、
業
務
内
容
と
勤
務
条

件
に
応
じ
て
報
酬
の
額
を
区
分

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
規
常

勤
職
員
と
比
較
す
る
こ
と
自
体

が
均
衡
を
欠
く
と
認
識
し
て
い

る
。

議
員

町
長

も
、
総
務
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
導
入
し
て
い
る
。

は
、
こ
れ
ま
で
も
内
部
で
検
討

し
て
き
た
が
、
根
本
的
な
課
題

が
解
決
し
な
い
限
り
は
、
抜
本

的
な
改
善
に
は
至
れ
な
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　
な
お
、
令
和
５
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
案
で
、
町
道
役
場

線
・
下
町
田
子
線
の
改
良
に
向

け
た
詳
細
設
計
業
務
を
予
算
計

上
し
て
い
る
の
で
、
改
め
て
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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おります。
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小・中児童生徒とのふるさと懇談会

「くずまき議会だより」に対するご意見・感想をお待ちしております「くずまき議会だより」に対するご意見・感想をお待ちしております

編

集

後

記

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

１月

２月

３月

50,000円

37,000円

15,000円

（
（
（

町民憲章推進協議会
新年交賀会ほか

町文化協会新春交流会
ほか

三陸の食を味わう夕べ
ほか

）
）
）

次の定例会議は次の定例会議は７７月月７７日（金）日（金）です。です。

　

令
和
五
年
度
の
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
役
場
新
庁
舎
Ⅱ
期
工
事
も
始
ま
り

ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
は
、
各
事
業
に

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
意
見
や
思
い
が
生
か
さ
れ
る
よ

う
、
議
会
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
、
大
き
な
選
挙
が
続
き
ま
す
。

よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
り
、
生
活
を
守
る

た
め
、
ぜ
ひ
投
票
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
広
報
常
任
委
員
会委

員
　
近
　
藤
　
き
よ
し

参加した中学生のみなさん

江刈小学校と五日市小学校のみなさん 葛巻小学校と小屋瀬小学校のみなさん


